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〈図 9〉現代のハングル

a）新聞広告における印刷書体の例 b）ハングル書道の例（草書体）　　　　　

「国語の機械化」問題は，ハングルの場合，字母を

音節ごとに組み合わせて文字を構成するため，中声（母

音）字母の形によって初声（子音）字母の形と位置が変わ

り，終声（音節末子音）字母が独特の形を必要とする上

に，その有無によっても初声中声の字母の形と位置が

変化するので，1つの字母に形の異なる複数の字母キー

が必要で，印字に多くの手数を必要として効率的でな

く，テレタイプやタイプライターなどの機械装置に組

み込みにくいのに対し，“横一列書き”にすれば，字母

キーの数を減じて機械類に組み込みやすく，印字の効

率をあげることができることから起こってきた問題で

ある．1949年，ハングルの字体を打ち出すことを可能

とするテレックス方式が考案された（公炳禹，1949）．

機械に組み込む際の難点は，字母キーの種類を多くし

て印字に手数をかければ，字形は整うが時間を要し，

字母キーを少なくすれば，印字速度は速くなるが字形

が醜くなるという点である．1962年，宋啓範によって

考案されたタイプライターはこの難点をある程度解消

したとされ，機械利用に関する問題は大いに進展した．

字形の見やすさと印字効率との関係は依然として残り，

論議が加熱する傾向が見られたが，1969年国務総理訓

令として「韓国打字機標準字板」が制定されて一応の

結論を見た．1980年代からは，ワードプロセッサーな

どで電算機処理の方法が発達して，字形と印字効率の

問題はほぼ解消し，情報通信技術の発達によって，現

在では「機械化」の問題はほとんど解決したといって

よい．
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パンジャーブ語の文字 Pañjāb̄ı ＝ グルムキー

文字．

パンパンゴ文字 英 Pampango＝フィリピンの文
字．


